
　　　　　　　　をへ　ふポ

＿。，
Q灘誌

囲∵事典勧満面塾主妾4孤露鷺霜墜㌦

　○評価する機会の充実
　　　・学習状況調査　　・単元評価問題
　　　・市町村等で実施している学力調査　・標準学力調査　等

⇒結果分析力の向上
　　課題に基づく具体的な授業改善（結果の活用）

　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　授業の質的向上
　　　　　（基礎・基本の定着と活用する力の育成）

櫓寧細雨毎緬嚇営や∵・　＊魎コ参照
　○家庭学習の充実へめ具体的手立ての充実
　　　・放課後学習（大学生学習チューター等含む》・自由（一人）勉強

　　　・家庭学習リーフレット　・学習状況説明会（PTA）

⇒学習の仕方の理解
　　　授業と放課後、家庭学習のつながりのある学び

　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　学習の習慣化
　　　　　　（家庭で学習する児童生徒の育成）

等

圖塗痛感類雄蘂鯉濃1　
○少人数指導等の推進
　　・学習状況の把握
　　・習熟度別学習

・きめ細かな支援
・補充的、発展的学習

⇒研修の充実と指導方法の工夫

　　　児童生徒を主役にした授業

・少人数授業

　　　　　　　↓

　　きめ細かな指導の推進
（学習内容の定着と教師の授業構成力の向上）

等

慰6鷺塾農慰凄撫瓢晶組

　　　・学級、学年、学校便りの発行
　　　・学校公開日（みんなの登校［ヨ等）

　　　・保護者による学校評価　　等

⇒　家庭との連携の深まり、信頼・協力の獲得

　　　　　　　　　　　↓

　　　学校経営の改善と家庭教育力の向上
　　　　（触れ合いや体験等の機会の充実、†肋した指導の実現）
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ゑ　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　ず

騰講　一懇。　　．．　疑　　・　鵬購蠣鋤

○家庭生活の安定　　　　　　　⇒

○学校に対する理解と協力　　　⇒

○生徒指導の充実　　　　　　　⇒

○ふるさと教育　　　　　　　　⇒

○教職員の年齢構成・採用状況　⇒

　　　　　　　　　　　　　　ド

家庭学習への取組

学校教育の充実

学習に向かう環境

・教諭平均年齢
・採用状況

雛　経

豊かな心の育成、問題解決力、活用力　等

経験豊かな指導者、熱意のある指導者
　　　　　　　小学校…45．5歳　　、
　　　　　　　小学校…15名（9．4倍）、

輔’

中学校…44．0歳　　　※H22
中学校…9名（39．0倍）　※H22

〔98）　　硫長1書，㈱霞蹴董どΦ罹醍見て凹ってい蓉すひ

囎1 k曇函．　7t3　皿0　2・2　胴
召㎝マ盛…レ　　4M　　筑噛　　垂乳‘　　o．9

軌鵬司囲珊調暢剛喧田1爾虜口鵬塵認飾田りてし・脚□輔

◎嘱●．6閲臨

授業点検の
日常化

（95）　　校長は，校内の授桑をどの謹度晃て回ってい下すか

　　　　　123456789田，釜　鰯瀧嬬鴇
■趣嵐●星団

　0，0

　0．：

01．罎19韓日　　　　ロ2．辺1二2卿3目種鼠　　　　●3．薦量こ即日刷風　　　　■4曽ほとんど行っ「じし、4L、　　　　ロモの轍，　隔織補

融径艮1：貸立）

金国ll餐重）

‘ 、四

6　　　貿篤　　　ハ臨　　　配鴎　　　縦　　　8臼喝　　6嘔　　　，蔦　　　縦　　　鵬　　　109馬

換田顧〔公立〕

倉闘〔公加

偽　　　　10監　　　　飼隔　　　　3晒　　　　40穐　　　　5儀　　　　60覧　　　　鵬　　　　80㍉　　　　90醜　　　1α購
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秋田県教育委員会平成20年3月
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　検証改善委員会では3年間のデータを基に、「安定した取り組みをしている学校」「課題の改善状況が顕著

である学校」がどのような特徴をもっているかを調べました。その結果、学力を支える関連因子がいくつか

みつかりましたので、それらを5つの重要な特質としてまとめましたG本県がもつ「強み」を最大限生かし

一屠充実させるという点から、今回、検証改善委員会が提案するト人一人の学力を坤ばすあきたの学校

～5つのエッセンス～」を各学校において参考にしていただければ幸いです。

　　　一人一人置学力を伸ばすあきたの学校
　　　　　　　　　　　　～5つのエッセンス～

一　学校体制でPDCAサイクルの確，立
　毎年．効果のある取り辞みを進めている学校では、個々の教職員の力盤苦みではなく、組織として検詮改茜のシス
テムが確立されています，樋えば．r敦冑B標やその達引に向けた方策について共通理解が図られている∬全国諏査

等の問題及び鈷出血を全一体制で活用する」などの調査項日で、．事眠は全隅を大きくL回っています，．PDCAサイ

クルを確立しつつ、教職員の痔嗣研究・共同検討を大切にしていることがわかります？

二　予どもたちが積極的に後案に参加できる学校空間
　学校質問嶺では「熱意をもって勉強している」r授彙中の私語が少なく落ち蒼いている」「札儀正しい」などが衰国
を大きく上囮ります、また、児童・生徒質問紙でも「難しいことでも挑戦するjr臓分にはよいところがある」など
が全国よりもよい藷果です、本県の子どもたちの前向きで真円な姿勢が浮かび上がってきます、これは、敦師や学年・

学校でのr寧な生捷指導や亀戸づくりが生み置Bした成果です、．

三　子どもたちの思考を促し深める授業づくり
　本県では、fどもたちが貞ら考えることを大切にする榎業が多く行われています．また、それをグループぐ話し合ウ

たり、学制全体で恵見交換をさせたりする擢栗も盛んです。「自分の考えを発表する」「よく講し曰う」「グループで
謂べる1などが全国を大きく上團りま†．ただし、子どもの思ぢを促し、絹互に深めさせていく二二では．教離の高
い指導力が求められます、そのためにも、教師櫃互め賢め高い其同研究が大切です、

四　自発的学習を生み出すぎめ鱈かな指導

　子どもたちに確実に学力を身に付けさせるためには．家捜学習の充実、朝・昼・放諏後等での翻充的学習の取り組
みを大切にする二とが必要で†．それも．教師痔ちでない自発的な学習を促す指導が大切です．本県では、「授桑の
復習を家で，る」「自明で計爾を立て’ζ学習覧る」なζが全国を大きく上腕ります、今後さらなる学力向上を期して

家庭学習充実のための指導、補充的学習の取り組み、課題の与え方円を、学校の体踊として継筏的に取り組むことが

求められま†．

五　豊かな教育力を生む学校・家庭・地域の強い連携

　象庭と地域が．強く学校を支持してくれていることが、本県の蟹騙の強みですコ子どもたちの回目への姿勢，家庭
学習の充実なども、それとかかわりがあります、同県で｛ま「ハロース外一ル＆ほっとエリア日動」を富めてきた精果、「授

業公聞など学捷公惣門を設けている」「掌力麗費結畏を保護者や地域の人に説明した」などが全国を人：きく上麺1って
いま寸．、保護茜「が地域の入たちが学校の教育活動に響撫している学校ほと’、学力が高いという傾向も憂られま寸．学校・

家竃・地域の連携が銑かな敦育力を牛み醐します、

平成22年3月 秋田県教育委員会
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